
開
会
に
あ
た
っ
て
倉
掛
自

治
連
合
会
の
細
羽
正
敏
会
長

が
「
通
常
総
会
だ
け
で
は
意

見
交
換
が
十
分
で
き
て
い
る

と
は
言
え
な
い
」
な
ど
と
挨

拶
。
続
い
て
つ
ど
え
～
る
の

渡
辺
所
長
が
全
体
の
流
れ
を

説
明
し
、
班
ご
と
の
話
し
合

い
は
ス
タ
ー
ト
。

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
タ

イ
ム
で
自
己
紹
介
や
「
最
近

嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
困
っ
て

い
る
こ
と
」
を
グ
ル
ー
プ
メ

ン
バ
ー
へ
伝
え
る
と
、
お
互

い
の
親
近
感
は
増
し
、
館
内

は
す
っ
か
り
和
や
か
ム
ー
ド

に
。
本
題
の

未
来
へ
向
け

て
考
え
よ
う

で
は
「
自
治

会
の
あ
り
方
」
や
「
安
心
安

全
な
地
域
社
会
」
な
ど
10
項

目
の
中
か
ら
テ
ー
ブ
ル
ご
と

に
一
つ
を
選
び
、
熱
心
に
意

見
を
述
べ
合
い
ま
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア

や
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

身
近
な
安
全
問
題
も
提
起
さ

れ
る
な
ど
貴
重
な
意
見
が
続

出
し
、
実
り
多
い
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
次

回
開
催
は
来
年
の
１
～
３
月

の
予
定
。

つ
ど
え
～
る
の
平
成
27
年

度
前
期
利
用
者
数
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
前
期
５
０
９
３

人
、
後
期
５
０
９
４
人
で
し

た
が
、
今
期
（
４
月
～
９

月
）
は
５
４
６
３
人
と
、
過

去
最
多
だ
っ
た
平
成
25
年
後

期
の
５
１
６
２
人
を
約
３
０

０
人
上
回
り
ま
し
た
。

一
般
市
民
は
無
論
、
登
録

団
体
へ
の
利
用
呼
び
掛
け
が

功
を
奏
し
た
形
と
な
っ
て
い

ま
す
。
（
平
成
20
年
度
か
ら

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
）

「
手
作
り
の
し
め
飾
り
で

新
し
い
正
月
を
迎
え
よ
う
」

と
12
月
26
日
、
つ
ど
え
～
る

で
正
月
し
め
飾
り
作
り
方
教

室
が
開
か
れ
ま
す
。

対
象
者
は
井
原
市
在
住
か

勤
務
の
方
で
、
定
員
は
先
着

40
人
。
無
料
。
申
込
先
は
井

原
市
井
原
町
３
５
２
❘
１

つ
ど
え
～
る
事
務
局

（
☎
６
２
❘
９
０
９
０
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
関
心
の

あ
る
方
や
、
地
域
で
活
動
を

展
開
す
る
市
民
団
体
の
方
を

対
象
と
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設

立
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

（
※
各
回
、
内
容
は
同
じ
）

12
月
17
日

14
時
～
15
時

12
月
19
日

10
時
～
11
時

【
定

員
】
各
回
15
名

【
参
加
費
】
無

料

【
申

込
】
氏
名
・
参
加
希

望
日
・
連
絡
先
・
電
話
番
号

・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
左

記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〒
７
０
０
❘
０
８
０
７

岡
山

市
北
区
南
方
２
丁
目
13
❘
１

岡
山
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
内

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

０
８
６
❘
２
３
１
❘
０
５
３
２
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井 原市市民活動センター

715-0019 井原市井原町352-1

℡0866-62-9090（FAX兼）

http://www.ibara.ne.jp/~katudou/

E-mail:katudou@ibara.ne.jp

編集／ＮＰＯ法人市民交流

ネ ッ ト ワ ー ク 井 原

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

つ
ど
え
～
る
登
録
団
体
の
倉
掛
自
治
連
合
会
が
10
月
17

日
夜
、
地
域
課
題
の
解
決
や
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う

と
第
１
回
倉
掛
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
住
民
ら
約
40

人
が
参
加
し
て
約
２
時
間
、
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

第１回倉掛ワークショップ

つどえ～る平成２７年度

前期利用 過去最多

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

設

立

講

座

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

つ
ど
え
～
る
の
協
力
で
開
催

つ
ど
え
～
る

正
月
し
め
飾
り

作
り
方
教
室

１班＝世代間思考格差「年齢は違って

も共通の目標をもつことで相互理解が

深まるように思える」

２班＝安心・安全「カーブミラーの必

要なところがある。しかし、設置に至

らない。中学・高校になっても周りが

声掛けをすることで、子どもたちの地

域愛が育まれるのではないか」

３班＝自治会のあり方「自治会組織に

女性や定年組が入ったらどうか。連合

会役員の定数は増えてもよいのでは」

４班＝自主防災「危険個所が倉掛にも

ある。調査が必要では？ 小田川が氾

濫した際の避難について確認しておく

必要性を感じる」

５班＝高齢者と少子化問題「昔の仲人

役になって、婚活のお手伝いができる

ようなネットワーク構築を」

６班＝郷社問題「掃除に出る人が少な

い。巨木の落ち葉が周辺世帯に迷惑を

及ぼしているのではないか」

「地域の課題等は地元住民が一番よく分かっています」と議論は白熱

参

加

者

の

声



井
原
町
ま
ち
づ
く
り
の
会

（
中
島
知
子
会
長
・
つ
ど
え

～
る
登
録
団
体
）
が
秋
季
大

祭
の
10
月
25
日
、
鬼
ま
つ
り

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
実
施

し
ま
し
た
。

行
列
は
午
後
１
時
過
ぎ
に

井
原
町
向
町
を
出
発
。
太
鼓

を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
、
約

２
時
間
か
け
て
足
次
山
神
社

ま
で
の
本
通
り
商
店
街
約
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
下
り
、
沿

道
の
住
民
や
観
光
客
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

途
中
の
休
憩
所
と
な
っ
た

井
原
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
で
は
、
井

原
高
校
の
生
徒

ら
に
よ
る
ふ
れ

愛
ま
つ
り
が
開

か
れ
、
賑
わ
い

ま
し
た
。
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協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

小学４・５・６年生
を対象とした「考え方

教室」がつどえ～るで
開かれています。「１
に勉強、２に勉強、３・４がなくて

５に勉強。勉強すれば何でも手に入
る」が合言葉。この教室は塾ではあ
りません。施設利用料として、１回

２００円が必要。随時入室可。
◇ ◇

【とき】毎週土曜日14：00～16：00

【場所】つどえ～る２Ｆ
【責任者】西山正木

井原市青野町566-1
090-5978-0942

【趣旨】小学校で絶対学力を身に付

ければ、後は先頭を切って進んでい
くことができます。この教室は算数
・国語他教科共通の考え方を学びま

す。最初だけ保護者の出席が必要。

ＮＰＯ・非営利団体へリユースＰ
Ｃや複合機を寄贈します。対象者は

岡山県内を拠点に活動する非営利団
体で、情報化を目指す団体。

◇ ◇

【募集締切】11月30日（必着）
【寄贈台数】ノート10台、デスクト

ップ本体10台、複合機2台

【申込方法】「おかやまイーパーツリ
ユースＰＣ・複合機寄贈プログ
ラム申請書」に記入押印の上、

下記へ郵送してください。
〒700-0822

岡山市北区表町1丁目4-64
上之町ビル3階

ＮＰＯ法人岡山ＮＰＯセンター

※送料・ライセンス発行手数料が必
要です。ノートＰＣ6,000円、デ
スクトップＰＣ3,000円。

※申請書はつどえ～るにあります。

つどえ～る登録33団体

■考え方教室のご案内

備中西商工会青年部美星支部
（坂川 順一）

まちづくり岡山ネットワーク
（吉澤万千子）

さくらの家 （落合 清三）
欅の杜塾 （安木 正明）
鳥羽踊り保存会

（藤井 護）
プラント （吉原 正敏）
井原町まちづくりの会

（中島 知子）
はっぴいひろばとまとさん家

（井上 咲子）
井原はばたき会

（中島 知子）
3.11 忘れないプロジェクト

（上田 勝義）
井原ＢＢＱ （細羽 宏子）
五 味 会 （宮本 幸枝）
ボランティアガイド井原

（北川 有紀）
井原備中神楽保存会・小中学
生伝承教室 （藤井 和海）
倉掛自治連合会

（細羽 正敏）
岩崎おもちゃ病院

（岩崎 勲）
ビビッド経ケ丸

（鳥越恵治郎）
井原市文化協会洋画部

（原田 晋作）
井原スポーツ少年団ＢＢＣ

（高木 繁光）
たかやランニングクラブ

（高木 完二）
井原ライトクラブ

（三宅美恵子）
井原市グラウンドゴルフ協会
美星会 （大元 重明）
猪清サロン スミレクラブ

（曽根 勝）
井原手話サークル

（橋本 房子）
サロンあすは（妹尾 一成）

あんしん （浅野 毅）
北山ひまわり会

（片山 守）
井原にほんご教室

（三宅 康子）
やさい塾 （井上 輝彦）

めだかの集い（藤井 裕史）
井原笑いヨガ・きらきら

（畑地 泉）
倉掛パソコンクラブ

（佐藤 敏弘）
市民交流ネットワーク井原

（大坪 正廣）

【１階】使用無料

交流コーナー・ミーティングコーナー・

情報コーナー・作業コーナー・パソコン

コーナー・展示コーナー・ミニ会議室

注）コピー印刷等は実費が必要です

注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ

注）倉庫の使用はご遠慮願います

注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）

9：00～17：00 １時間 200円

17：00～21：00 １時間 300円

冷暖房は１時間 100円

【休館日】月曜日、祝日、年末年始

注）ただし月曜日が祝日の場合、翌日の

火曜日は休館

注）ご利用には事前の申し込みが必要

つどえ～るご利用メモ■ＰＣ・複合機を寄贈

ミ

ニ

情

報

（はＮＰＯ法人 氏名は代表者）

子どもの鬼や大人の鬼が商店街を下り秋祭りを盛り上げました

井原市市民活動センターでは、ボ

ランティア活動や地域福祉、祭りやスポーツ、人々

の暮らしなど、まちづくりを題材とした「２０１５

つどえ～る写真コンテスト」を実施します。奮って

ご応募ください。

◇ ◇

【応募規定】

・応募は井原市在住か勤務の方

・一人３点以内（応募費は無料）

・２７年４月１日～１１月３０日

に撮影したもの

・印画紙又は普通紙にプリントし額縁入り

・カラー及び白黒は問いません

・サイズはＡ４・四つ切・ワイド四つ切

【申 込】

・１０月１日～１２月６日につどえ～るへ持参

【審 査】

・主催者及び主催者の委嘱する審査員により行

い、１２月中旬に発表

【作品展示】

・とき：２７年１２月１６日～２８年１月１０日

・会場：つどえ～る ※つどえ～るＨＰにも掲載

【主 催】
・井原市 井原市市民活動センター・つどえ～る

【後 援】

・井原市教育委員会 井原市社協 井原放送㈱
※ 応募用紙及び詳しい内容はつどえ～るへ

テーマは「まちづくり」
つどえ～る写真コンテスト

表 彰

金賞 １点

銀賞 ２点

銅賞 ３点

特別賞 ５点

各副賞あり

井
原
町
ま
ち
づ
く
り
の
会


